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べき神経因子の欠乏が考えられている。神経因子では substance P（以下 SP），



























態確認のため HE 染色を行った。他の切片は SP の局在を確認するために
peroxidase-labelled-dextranpolymer anti rabbit goat antiserum(Nichirei 
Bioscience, Tokyo, Japan)で免疫染色を行った。一次抗体は rabbit polyclonal 







を保つためポリエチレンフィルム（Tegaderm, 3M, MN, USA）で被覆した。 
 皮膚欠損作製翌日から３日間，SP を 10-9M もしくは生理食塩水を 1ml シ
リンジと２７G 注射針を用いてフィルムを穿刺して投与した。２つの群はコ
ントロールとして生理食塩水を 0.3ml投与し（コントロール群），別の２つの
群は SPを 0.3mlの生理食塩水で溶解し投与した（SP投与群）。 













 データは平均値±標準偏差で表した。４群の比較は Kruskal Wallis H-test



























































509pgとされる 24)。また，Gibranらは，糖尿病において SPは 10-9Mの濃度
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Group POD3 POD7 POD11 
G1:健常知覚—生理食塩水 61.8 ± 6.6 23.1 ± 9.5 1.5 ± 2.7 
G2: 健常知覚—SP 65.6 ± 9. 6 24.9 ± 11.0 3.1 ± 3.7 
G3: 知覚脱失—生理食塩水 84.9 ± 17.3 * 25.0 ± 10.7 4.2 ± 2.4 
G4: 知覚脱失—SP 70.3 ± 9.2 24.6 ± 3.9 4.5 ± 2.6 
The mean ± standard deviation of eight excisional wound surface area is shown. 
 *p < 0.05 
 
 
